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コントロール（C）17名である。抗原は Multipin petide systemにより作成した23種類のインスリン重複断
片ペプチドを用いた。対象者から分離した末梢血 T細胞とこれらのペプチドによる抗原刺激に対する反応を 
enzyme－linked immunospot（ELISPOT）assay によって評価した。 
【結果】P群77.8％と E 群 50.0％において、インスリンペプチドに対してIFN-γ分泌型の反応性T細胞を確
認した。C群では検出されなかった。そのT細胞のエピトープは全てインスリンB鎖に存在し、P群で最も高率

























以上より、ELISPOT assayを用いることで、発症早期 T1D の末梢血にインスリンペプチド特異的 T 細胞が高
率に存在することを明らかにし、また、それぞれの患者のT細胞エピトープは同一ではなく、多様であること
が判明した。 
本研究は1型糖尿病の発症病因の解明に寄与するものと考えられる。よって著者は博士（医学）の学位を授
与されるに値すると判定された。 
 
